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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

5/27 現在 

父島 

88.6/100

母島  

50.0/100

4 月気象状況(父島)

最高気温   27.9℃

最低気温   13.3℃

平均気温   20.7℃

平均湿度    79％ 

月降水量  11.5mm

住民基本台帳登録者数（５/１）

             2,387 人 

                父島    母島 

  人口      1,933 人   454 人 

  世帯      1,067     242 

短期滞在者    25人    25人

                                               

小
笠
原
村
空
港
建
設
に
向
け
て 

第
22
号 

 

昨
年
11
月
、
東
京
都
は
時
雨
山
周
辺
域
に
お
け
る

空
港
建
設
計
画
を
撤
回
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
た

な
空
港
建
設
案
に
つ
い
て
検
討
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
第
七
次
空
港
整
備
計
画
内
で
の
着
工
は

無
理
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
第
八
次
空
港
整
備

計
画
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
東
京
都
で
は
、
小
笠
原
空
港
が
第
八
次
空
港
整

備
計
画
で
採
択
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
去
る
５
月
下
旬
、
村
長

並
び
に
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
村
議
会
議
員
は
、
小

笠
原
空
港
が
第
八
次
空
港
整
備
計
画
に
採
択
さ
れ
る

よ
う
、
東
京
都
知
事
、
東
京
都
議
会
議
長
を
は
じ
め

関
係
方
面
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
元
運
輸
大
臣
の
二
階
俊
博
衆
議
院
議
員
の

ご
配
慮
に
よ
り
、
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
保
守
党
の
西
川
太
一

郎
議
員
が
小
笠
原
空
港
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

                 

（
西
川
議
員
） 

 

昨
年
11
月
13
日
、
東
京
都
は
父
島
時
雨
山
周
辺 

域
に
空
港
建
設
す
る
と
い
う
現
計
画
を
撤
回
し
、
新 

た
な
航
空
路
案
を
検
討
す
る
と
表
明
し
た
。
ま
こ
と 

に
残
念
な
こ
と
だ
。 

 

小
笠
原
に
空
港
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に

観
光
を
振
興
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
小
笠
原
島

民
を
本
当
の
意
味
で
復
帰
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
空
港
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

東
京
都
の
小
笠
原
空
港
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
、 

扇
大
臣
は
石
原
都
知
事
に
対
し
て
説
得
す
べ
き
だ
と 

思
う
が
、
如
何
か
？ 

（
扇
国
土
交
通
大
臣
） 

 

昨
年
１
月
小
笠
原
の
父
島
に
行
き
、
空
港
予
定
地 

も
拝
見
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
一
日
も
早
く
空
港 

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
も
受
け
た
。 

 

昨
年
６
月
、今
後
の
地
方
空
港
の
新
設
に
つ
い
て
、 

国
土
交
通
省
の
考
え
方
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
で 

「
離
島
を
除
き
（
新
設
は
抑
制
す
る
）」
と
「
離
島
」 

を
強
調
し
た
の
は
、
小
笠
原
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら 

で
あ
る
。 

 

東
京
都
の
撤
回
は
大
変
残
念
で
あ
り
、
小
笠
原
の 

                 

皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
そ
れ
か
ら
進
め
る
よ 

う
に
航
空
局
か
ら
東
京
都
に
対
し
申
し
入
れ
た
と
こ 

ろ
で
あ
る
。 

 

国
土
交
通
省
に
対
し
東
京
都
か
ら
再
度
話
が
あ
れ

ば
、あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
て
協
力
す
る
の
で
、

石
原
都
知
事
と
も
う
一
度
話
し
合
い
の
場
を
持
た
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。 （

小
笠
原
空
港
建
設
推
進
本
部
） 

 

住
民
基
本
台
帳 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム 

  

総
務
省
が
進
め
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
い
よ
い
よ
今
年
８
月
５
日
か
ら
第

１
次
稼
動
を
開
始
し
ま
す
。 

 

村
で
は
こ
れ
に
併
せ
て
、
今
ま
で
紙
に
記
載
さ
れ

て
い
た
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）、
印
鑑
登
録
を
電

算
化
し
ま
す
。
現
在
、
電
算
化
の
構
築
作
業
を
進
め

て
お
り
、
今
年
８
月
５
日
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。 

 

住
民
票
、
印
鑑
登
録
が
電
算
化
さ
れ
ま
す
と
、
住

民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。 

ま
た
、
電
算
化
後
の
住
民
票
の
写
し
に
は
、「
氏

名
の
ふ
り
が
な
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。 

 ☆
こ
の
ふ
り
が
な
や
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
な
い
よ
う
、 

住
民
の
皆
様
に
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
後
、
個
別
に
確
認
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

       

ＮＯ．４５５ 
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要 
 

望 
 

書 

  

小
笠
原
村
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

小
笠
原
村
は
、
小
笠
原
空
港
の
建
設
を
再
三
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。
小
笠
原
の
未
来
は
「
航
空
路
の
開
設
」
な
く

し
て
は
あ
り
え
ず
、
航
空
路
を
介
し
て
こ
そ
、
民
生
の
安
定
と
村
の
自
立
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
小
笠
原
空
港
は
、
第
六
次
空
港
整
備
五
ヵ
年
計
画
で
予
定
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
第
七
次
空
港

整
備
七
ヵ
年
計
画
の
期
間
内
で
の
建
設
着
工
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月
に
時
雨
山
周
辺
域
で
の
空
港

建
設
計
画
を
貴
職
は
撤
回
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
期
空
港
整
備
長
期
計
画
の
策
定
を
目
前
に
控
え
、
返
還
以
来
の
悲
願
と
し
求
め
続
け
て
い
る
航
空
路
の
開
設
が
先
延

ば
し
さ
れ
る
こ
と
は
到
底
容
認
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
後
は
、
航
空
路
開
設
に
向
け
村
の
考
え
も
考
慮
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
村
民
の
熱
意
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、

必
ず
や
次
期
空
港
整
備
長
期
計
画
に
お
い
て
も
事
業
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
切
に
要
望
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
七
日 

 

東
京
都
知
事 

 

石 

原 

慎 

太 

郎 

殿 

小 

笠 

原 

村 
長 

 

宮 

澤 

昭 

一

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
笠
原
村
議
会
議
長 
稲 

垣 
 

勇 
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第
29
回
母
島
返
還
記
念
祭
花
火
大
会 

の
寄
付
金
御
協
賛
の
お
願
い 

  

小
笠
原
母
島
返
還
記
念
祭
が
６
月
29
日
、
30
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
当
夜
祭
に
花
火
の
打
ち

上
げ
を
行
い
ま
す
。
花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
村
補
助

金
と
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
御
協
賛
（
一
口

１
０
０
０
円
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
も
昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
を
打
ち
上

げ
ら
れ
る
よ
う
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
母
島
返
還
記
念
祭
へ
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

※
は
は
じ
ま
丸
臨
時
運
行
有 

（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
返
還
記
念
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
村
役
場
母
島
支
所
内
） 

３
‐
２
１
１
１ 

 

第
２
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
・ 

 
 
 
 

フ
ル
ー
ツ
祭
開
催 

 
 

昨
年
、
初
め
て
実
施
し
て
好
評
を
頂
い
た
「
パ
ッ 

シ
ョ
ン
・
フ
ル
ー
ツ
祭
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

小
笠
原
を
代
表
す
る
果
実
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ル 

ー
ツ
」
の
試
食
・
即
売
と
伝
統
芸
能
の
披
露
や
ク
イ 

ズ
大
会
等
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、 

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
６
月
15
日
（
土
） 

午
後
６
時
～ 

【
場
所
】
父
島
二
見
港
船
客
待
合
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
事
務
局 

（
村
役
場
産
業
観
光
課
）
電
話
２
―
３
１
１
４ 

  

南
島
移
入
植
物
除
去
事
業
村
民 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
南
島
は
世
界
的
に

貴
重
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
も

厳
重
に
景
観
の
維
持
を
図
る
必
要
が
あ
る
特
別
保
護

地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
現
在
は
人
為
的
な
影
響
等
に
よ
り
、
ク

リ
ノ
イ
ガ
を
は
じ
め
と
す
る
移
入
種
が
入
り
こ
み
、

固
有
の
自
然
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、村
で
は
、在
来
種
の
植
生
回
復
の
た
め
、

移
入
植
物
の
除
去
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
除
去
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

 
村
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
昨
年
６
月
の
募
集
の
際
に
ご
応
募
い

た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
名
簿
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
作
業
内
容
】 

南
島
で
の
移
入
植
物
の
除
去(

草
む

し
り)

作
業
（
２
時
間
程
度
） 

【
申
込
期
間
】 

６
月
３
日(
月)
～
28
日
（
金
） 

 
 
 
 

 
 

 

受
付
後
、
村
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
簿
を
作
成
し
、

事
業
実
施
の
際
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

作
業
は
10
名
程
度
で
行
い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ

た
方
全
て
が
参
加
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
年
間

５
回
の
事
業
で
全
員
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

極
力
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

      

車
検
用
の
軽
自
動
車
税 

納
税
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て 

 

軽
自
動
車
等
の
継
続
検
査
の
際
に
必
要
な
納
税
証

明
書
は
、
父
島
税
務
係
又
は
母
島
庶
務
係
の
窓
口
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
な
お
、
証
明
書
の
交
付
申
請
に

は
、
印
鑑
と
車
両
の
標
識
番
号(

ナ
ン
バ
ー)

の
記
入

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
自
動
引
き
落
と
し
に
よ
る
軽
自
動
車
税
の

納
付
を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、
納
期
限
（
５
月
31
日
）

後
約
２
週
間
ほ
ど
の
間
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、
お
手
数
で
す
が
、
確
認
の
た
め
引
き
落
と
し
の

結
果
を
通
帳
に
記
帳
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
１  

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

村
で
は
「
人
と
シ
ロ
ア
リ
の
住
み
分
け
」
を
目
指

す
た
め
、
シ
ロ
ア
リ
対
策
の
専
門
家
に
よ
る
対
策
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
笠
原
は
、
年
間
を
通
し

て
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
生
息
に

適
し
た
環
境
で
す
。
こ
の
機
会
に
家
屋
の
点
検
や
周

辺
樹
木
対
策
（
樹
木
幹
中
の
巣
の
駆
除
）、
家
屋
の
防

蟻
処
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

シ
ロ
ア
リ
対
策
は
、
樹
木
対
策
等
の
周
辺
環
境
対

策
を
含
め
て
考
え
な
い
と
、
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
父
島
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
防
蟻
処
理
を
行
う

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
日
頃
か
ら
家
屋
の
周
り
や

床
下
、
周
辺
の
樹
木
な
ど
を
点
検
す
る
く
せ
を
つ
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、「
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
等
の
母
島
へ
の
侵
入
防

止
条
例
」
に
よ
り
、
父
島
か
ら
母
島
へ
の
材
木
や
植

栽
用
樹
木
等
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
母

島
に
物
を
送
る
際
は
、
蟻
道
や
食
痕
・
羽
ア
リ
の
付

着
が
な
い
こ
と
を
必
ず
点
検
し
て
下
さ
い
。 

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
で
お
悩
み
の
方
、
防
蟻
処
理
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
家
屋
の
新
築
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。 

 【
防
除
業
者
駐
在
期
間
】 

６
月
８
日
（
土
）
～
17
日
（
月
） 

【
事
業
内
容
】 

○
樹
木
の
防
蟻
処
理 

 

・
シ
ロ
ア
リ
対
策
区
域
内
の
公
有
地
（
父
島
） 

 

・
シ
ロ
ア
リ
対
策
区
域
内
の
民
有
地
（
父
島
） 

・
長
浜
ト
ン
ネ
ル
周
辺
（
母
島
） 

民
有
地
内
の
樹
木
対
策
に
つ
い
て
は
、
皆
様

か
ら
の
申
し
込
み
に
基
づ
き
、
被
害
状
況
を
判

定
し
て
実
施
を
決
定
し
ま
す
。 

○
シ
ロ
ア
リ
に
関
す
る
相
談
受
付 

被
害
兆
候
の
探
知
方
法
、
羽
ア
リ
対
策
、
建

築
の
計
画
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
結
構

で
す
。
ま
た
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
相
談
だ
け

で
は
な
く
、
家
屋
の
点
検
も
受
け
付
け
ま
す
。

被
害
に
お
困
り
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。 

○
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理 

家
屋
の
防
蟻
処
理
を
さ
れ
た
方
に
は
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

奨
励
金
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

日
程
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。（
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。） 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

    

小
笠
原
村
商
工
会          

２
―
２
６
６
６ 

    

村
民
課
環
境
衛
生
係   

 
  

２
―
３
１
１
３ 

    

母
島
支
所
庶
務
係          

３
―
２
１
１
１ 
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「扇浦地区開発に関するアンケート」集計結果について 
さる平成１４年４月１９日から３０日にかけて、扇浦地区の集落開発計画に関してのアンケートを実施しました。 

扇浦地区の整備において、村民の皆様の貴重なご意見を伺うことができました。ご協力ありがとうございました。 
主要な部分のアンケート結果は以下のとおりです。                企画課企画係 ２－３１１２ 

 
１．アンケート実施結果概要               （２）回収結果 
（１）調査対象は、一般住民世帯（短期派遣世帯を除く）で、 

回収率は４０．２％となっています。 
  島内の土地・建物の購入を希望する割合は、有効回答 
数のうち 約３０％という結果となりました。 

内   訳  
 総 数 

父 島 母 島 
配布数 1,083 847 236 
回収数 

（回収率） 
435 

（40.2%） 
362 

（42.7%） 
73 

（30.9%） 
有効回答数 
（回答率） 

408 
（37.7%） 

342 
（40.4%） 

66 
（28.0%） 

 
２．購入希望者（１２２世帯）の内訳 
（１）職業                        （２）年齢 

16

11

15

14

15

20

7

7

8

9

その他

主婦

公務員

会社員

建設業

サービス業

飲食業

宿泊業

商工業

農漁業

   
 
（３）居住年数                      （４）世帯収入 

3

8

17

9

13

19

29

24

無回答

31年以上

26～30年

21～25年

16～20年

11～15年

6～10年

0～5年

 
 
（５）やってみたいエコシステム              （６）民宿型ゲストルーム付住宅の購入希望 

6

12

62

70

76

90

無回答

その他

生ゴミ利用

雨水利用

太陽熱温水器

太陽光発電

 
 

 

購入したいと 
思わない（286） 

土地・建物両方 
購入したい（50）

土地のみ購入 
したい（64）

建物のみ購入 
したい（8） 

1

10

28

28

47

8

無回答

60歳以上

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

6

12

10

19

53

22

無回答

800万円以上

～800万円

～600万円

～400万円

～200万円

無回答(13)

購入する気
はない(39)

すぐには無
理だが興味
はある(48)

予算に応じ
て購入した
い　(20)

ぜひ購入し
たい  (2)
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平
成
14
年
度 

村
・
都
民
税
、 

 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て 

  

村
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
14
年
度

納
付
書
を
６
月
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
14
年

１
月
１
日
以
降
転
入
し
た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
は
、
前
年
中
の
所
得
を
６
月
以
降
に
前
住
所

地
に
照
会
し
ま
す
の
で
送
付
が
遅
れ
ま
す
。 

 

平
成
14
年
度
の
税
は
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
平

成
15
年
３
月
ま
で
の
１
年
分
を
４
期
に
分
け
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
介
護
保

険
の
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
～
64
歳
の
方
）
に

つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と
併
せ
て
介
護
保
険

料
も
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

各
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

第
１
期 

６
月
３
日
～
７
月
１
日 

 

第
２
期 

８
月
１
日
～
９
月
２
日 

 

第
３
期 

10
月
１
日
～
31
日 

 

第
４
期 

１
月
２
日
～
31
日 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

国
民
健
康
保
険
税 

  

保
険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
未

納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。 

 

◇ 

納
期
限
を
過
ぎ
て
督
促
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か 

 

わ
ら
ず
、
保
険
税
を
納
め
な
い
と
、
有
効
期
間
の 

 

短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 

（「
短
期
被
保
険
者
証
」
は
、
通
常
の
被
保
険
者
証 

が
２
年
の
有
効
期
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
３
ヵ
月

と
い
う
短
期
の
有
効
期
間
に
な
っ
て
お
り
、
滞
納

保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
更
新
す

る
も
の
で
す
。） 

◇ 

納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
、
被
保
険
者
証 

 

を
返
還
し
て
も
ら
い
、「
資
格
証
明
書
」が
交
付
さ 

 

ま
す
。 

 

被
保
険
者
証
が
な
く
な
る
の
で
、
医
療
機
関
に
か 

 

か
る
と
き
は
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
負
担
す
る 

 

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

（「
資
格
証
明
書
」
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ 

 

と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
被
保
険
者
証
や
短
期
被

保
険
者
証
の
よ
う
に
受
診
券
と
は
な
り
ま
せ
ん
。） 

 

※ 

納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
分
納
等
の
相
談
に 

 

応
じ
ま
す
の
で
、
必
ず
村
役
場
村
民
課
住
民
係
又 

 

は
母
島
支
所
庶
務
係
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

介
護
保
険
の
保
険
料 

 

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
）
の
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
医
療

保
険
と
は
別
に
納
め
ま
す
。 

 【
特
別
徴
収
】 

 
 

年
金
額
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千
円
） 

 

以
上
の
方
は
、
年
金
支
給
額
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま 

 

す
。 

【
普
通
徴
収
】 

 
 

年
金
額
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千
円
） 

 

未
満
の
方
は
、
村
の
発
行
す
る
納
付
書
で
村
役
場 

 

に
納
め
ま
す
。 

《
納
期
》 

 

第
１
期 

６
月
３
日
～
７
月
１
日 

 

第
２
期 

８
月
１
日
～
９
月
２
日 

 

第
３
期 

10
月
１
日
～
31
日 

 

第
４
期 

１
月
２
日
～
31
日 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

く
ら
し
の
総
合
相
談 

  

日
頃
、
専
門
家
に
よ
る
法
律
や
税
に
関
す
る
相
談

を
受
け
る
機
会
の
少
な
い
村
民
の
皆
様
の
た
め
に
、

内
地
の
法
律
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
小

笠
原
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」の
主
催
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
「
第
３
回
く
ら
し
の
総
合
相
談
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

 

法
律
や
税
金
な
ど
で
お
悩
み
の
あ
る
方
、
相
談
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

○
く
ら
し
の
総
合
相
談
（
法
律
・
税
務
等
） 

弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
が
、皆
様
の
相
談
に
無
料
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

 
 

７
月
４
日
（
木
）、
５
日
（
金
） 

午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場
所
】 

 
 

父
島 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

 
 

母
島 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 

２
階
会
議
室 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
の
「
相
談
受
付
票
」
を
事 

前
に
受
け
付
け
ま
す
。「
相
談
受
付
票
」
は
村
役
場 

村
民
課
及
び
母
島
支
所
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

○
く
ら
し
の
法
律
教
室 

 

法
律
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
法
律
家
の
活
動
等
を

身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
く
ら
し
の
法

律
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

日
頃
感
じ
て
い
る
疑
問
・
質
問
を
法
律
専
門
家
に

投
げ
か
け
て
く
だ
さ
い
。
専
門
家
が
、
楽
し
く
、
分

か
り
や
す
く
解
説
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】 

 
 

父
島 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

 
 

母
島 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

商
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

６
月
１
日
現
在
で
、
平
成
14
年
商
業
統
計
調
査
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。 

調
査
の
対
象
は
、
卸
売
・
小
売
業
を
営
む
全
国
の

す
べ
て
の
事
業
所
（
店
舗
）
で
す
。 

商
業
統
計
調
査
は
、事
業
所
を
業
種
別
、規
模
別
、

地
域
別
、
業
態
別
、
立
地
環
境
別
な
ど
に
区
分
し
、

商
業
事
業
所
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
な
ど
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
産

業
・
経
済
施
策
の
立
案
、
評
価
、
将
来
展
望
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
記
入
後
は
調
査
員
が
回

収
に
伺
い
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国

の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
、

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
疑
問
点
や
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 
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小笠原村ＩＴ講習を実施しました 
 
                  今年も５月１０日から２７日にかけてＩＴ講習 

（前期）を実施しました。 

父母を合わせて延べ１２９名が受講し、好評の 

うちに終了することができました。 

１０月にもＩＴ講習（後期）の実施を予定して 

います。より親しみやすい講習会を実施するため 

村民の皆様のご意見をお待ちしております。 

     ● 総務課文書広報係 ２－３１１１ 
 

                                       

家
電
の
島
外
搬
出
に
つ
い
て 

  

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
使
用
済
み
の
家
庭

用
機
器
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
）
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
買
い
替
え
等
で
古
い
製
品
を
出
さ
れ

る
方
は
、
新
し
い
製
品
を
購
入
す
る
お
店
、
ま
た
は

古
い
製
品
を
買
っ
た
お
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、買
っ
た
お
店
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
、

共
勝
丸
に
よ
り
島
外
搬
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
日

程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ポ
ス
タ
ー
や
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
６
月
中
に
実
施
予
定
） 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

      

母
島
巡
回
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
６
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 【
日
時
】
６
月
17
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 
 

２
―
２
１
０
２ 

原
付
運
転
免
許
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ 

 

【
日
時
】
６
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

（
学
科
試
験
合
格
者
の
み
午
後
実
技
講
習
） 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

２
階
講
堂 

【
必
要
な
も
の
】 

住
民
票
、
鉛
筆
、
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
、 

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
）、 

受
験
手
数
料 

 

７
４
５
０
円 

（
内
訳
） 

受
験
料 

 
 

１
６
５
０
円 

 
 
 
 
 
 

免
許
交
付
料 

１
７
５
０
円 

 
 
 
 
 
 

実
技
講
習
料 

４
０
５
０
円 

※
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
技
講
習
の
実
施
】
学
科
試
験
合
格
者
に
対
し
、

実
技
講
習
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
運
転
に
適
し

た
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
  

２
―
２
０
１
０ 

  

「
青
灯
台
～
前
浜
・
護
岸 

ノ
ロ
落
と
し
清
掃
」
協
力
の
お
願
い 

 

小
笠
原
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
夏
季
の
青
灯
台

遊
泳
期
間
中
、
子
供
達
が
安
全
に
遊
泳
で
き
る
よ
う

に
、
ノ
ロ
落
と
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
【
日
時
】
６
月
８
日
（
土
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
青
灯
台 

【
内
容
】
護
岸
に
付
い
て
い
る
貝
な
ど
の
除
去
作
業 

【
持
ち
物
】
軍
手
・
ス
ク
レ
ッ
パ
ー
（
貝
を
は
が
す

道
具
）
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

櫻
田
教
頭
又
は
鈴
田 

２
‐
２
５
０
２ 

平
成
14
年
度 

火
薬
類
国
家
試
験
の
お
知
ら
せ 

 
 

【
試
験
日
】
８
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
願
書
受
付
期
間
】 

６
月
25
日
（
火
）
～
７
月
４
日
（
木
） 

【
申
込
先
】（
社
）
東
京
都
火
薬
類
保
安
協
会 

０
３
―
３
２
７
９
―
２
５
２
９ 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

平
成
14
年
６
月 

都
営
住
宅
（
内
地
） 

入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て 

（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・
多
家
族
世
帯
向
、 

ポ
イ
ン
ト
方
式
） 

 

【
募
集
日
程
】 

 

《
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
期
間
》 

６
月
11
日
（
火
）
～
18
日
（
火
） 

※
土
日
は
除
く 

 

《
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
場
所
》 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

《
申
込
受
付
期
間
》 

６
月
21
日
（
金
）
必
着 

※
郵
送
の
み
の
受
付
に
な
り
ま
す
。 

 

《
郵
送
先
》 

 
 
 

渋
谷
郵
便
局
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
は
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
） 

《
抽
選
日
時
・
会
場
》
※
ポ
イ
ン
ト
方
式
を
除
く 

７
月
18
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～ 

都
庁
第
二
本
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係
２
―
２
１
２
３ 

 

父島での講習風景

母島での講習風景 
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テ
レ
ビ
利
用
料 

減
額
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
で
は
、
次
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
組
合
員
に
つ
い
て
、
利
用
料
の

減
額
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
管
理

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
全
額
免
除
】 

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合 

・
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
が
行
わ
れ
た
区
域
内

に
お
い
て
、当
該
救
助
に
係
る
災
害
に
よ
り
半
壊
、

半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
の
程
度
の
被
害
を
受

け
た
建
物
を
有
す
る
場
合
。 

【
半
額
免
除
】 

世
帯
を
構
成
す
る
者
す
べ
て
が
村
民
税
非
課

税
で
あ
り
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
場
合
。 

・
世
帯
の
中
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、
聴

覚
、
肢
体
不
自
由
一
、
二
級
）
を
有
す
る
者
が
い

る
場
合
。 

・
世
帯
の
中
に
、
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項
症
、

第
一
款
症
）
を
有
す
る
者
が
い
る
場
合
。 

・
世
帯
の
中
に
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
（
一
度
、 

二
度
）
に
該
当
す
る
者
が
い
る
場
合
。 

・
世
帯
の
中
に
、
満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
場
合
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
の 

レ
デ
ィ
ー
ス
ル
ー
ム
に
つ
い
て 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
で
は
、
２
等
船
室
に
限
り
女
性
専 

用
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き 

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
乗
船
の
際
、
係
員
に
お
申 

し
出
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
同
室
で
き
る
男
児
の
年
齢
は
６
歳
未
満
の

幼
児
に
限
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
の
方
は
お
早 

め
の
乗
船
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（
株
）
父
島
営
業
所 ２

―
２
１
１
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
の
臨
時
運
航
に
つ
い
て 

  

６
月
29
日
（
土
）
と
30
日
（
日
）
に
母
島
で
開

催
さ
れ
る
母
島
返
還
記
念
祭
に
あ
わ
せ
て
、
は
は
じ

ま
丸
の
臨
時
運
航
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

毎
年
、
母
島
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
の
お
祭
り
に

父
島
の
皆
様
も
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 【
運
航
日
時
】
６
月
30
日
（
日
） 

午
前
７
時
30
分 

父
島
発 

午
前
10
時
30
分 

母
島
発 

 

●
問
合
せ
先 
伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

３
―
２
３
３
３ 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
で
は
、
日
常
英
会
話
（
初
級
）

の
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。 

 【
講
師
】
光
安
信
二
郎
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
イ
ー
ガ
ン 

【
実
施
日
】
７
月
１
日
（
月
）・
４
日
（
木
） 

・
８
日
（
月
）・
10
日
（
水
） 

・
12
日
（
金
） 

全
５
回 

【
時
間
】
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校
会
議
室 

【
募
集
人
数
】
10
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
10
名
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
】
初
心
者
の
み 

※
あ
る
程
度
の
会
話
が
で
き
る
方
は
、
ご
遠
慮
く 

だ
さ
い
。 

【
内
容
】
場
面
別
対
話
形
式
に
よ
る
役
に
立
つ
会
話

表
現
の
練
習
や
、
英
語
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
に
よ

る
会
話
練
習
な
ど
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー

と
の
会
話
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

【
受
講
料
】
１
０
０
０
円
（
受
講
予
定
者
は
高
校
事

務
室
で
払
い
込
み
納
付
書
を
受
取
り
、
金
融
機

関
に
て
払
い
込
ん
で
頂
き
ま
す
。
そ
の
領
収
書

が
受
講
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
回
目
の
開
講

日
に
持
参
し
、
確
認
を
受
け
て
下
さ
い
。） 

【
申
込
期
間
】
６
月
17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
‐
２
３
４
６ 

 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
０
２
」
イ
ベ
ン
ト
企
画
募
集 

  

小
笠
原
・
夏
の
風
物
詩
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
今
年
も
８
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
協

議
会
で
は
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
る

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
広
く
募
集
し
ま
す
。 

 

こ
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
盆
踊
り
、
花
火

大
会
を
始
め
と
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
・
フ
ラ
・

野
外
映
画
会
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
・
シ
マ
ア
ジ
や
カ
メ

の
放
流
な
ど
が
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
、
島

民
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
さ
ら
に
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
企
画
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

な
お
、
お
持
ち
い
た
だ
い
た
企
画
は
、
諸
事
情
等

考
慮
の
上
、
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
（
土
）
～
８
日
（
土
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

 

「
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
」 

ス
タ
ッ
フ
募
集 

  

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
島
民
の
親
睦
を
深
め
、
小
笠
原
の
文
化
と
観
光
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
た
団
体
で

す
。「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
こ
の
イ
ベ
ン
ト

協
議
会
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

 

小
笠
原
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
「
Ｂ

し
っ
ぷ
」
観
光
協
会
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
好
き

な
ア
ナ
タ
の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 
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「（
財
）
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー 

交
流
キ
ャ
ン
プ
」
参
加
者
募
集 

 

（
財
）
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
本
部
事
務
局
・

東
京
都
渋
谷
区
）
が
平
成
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
内
地
の
小
中
学
生
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
、
今
夏

も
左
記
の
要
領
で
実
施
致
し
ま
す
。
島
っ
子
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 【
目
的
】
１
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た
友
達
づ
く
り 

【
日
程
】
８
月
３
日
（
土
）
～
７
日
（
水
） 

【
主
な
会
場
】
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
人
員
】
20
名 

【
参
加
資
格
】
小
学
２
年
生
～
中
学
３
年
生 

【
参
加
費
】 

１
万
２
千
円
（
食
費
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
・
雑
費
） 

【
申
込
方
法
】
電
話
で
（
財
）
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ

ー
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
３
日
（
水
）
締
切 

【
参
加
者
決
定
】
７
月
６
日
（
土
）
ま
で
に
決
定
し
、

ご
本
人
宛
て
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。
交
流
セ
ン

タ
ー
の
収
容
能
力
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
希
望

者
多
数
の
場
合
は
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
側

で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
団
法
人
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー 
 

担
当 

村
松 

０
３
（
３
４
６
９
）
７
６
９
１ 

            

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
の 

お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
６
月
13
日(

木) 

午
後
２
時
～
４
時 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー(

ウ
ィ
ズ)

２
階 

 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

次
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
の
方
に

は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

 【
内
容
】
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
サ
ー

ジ 

『
タ
ッ
チ
ケ
ア
』 

【
対
象
者
】
３
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護

者
の
方 

【
日
時
】
６
月
18
日
（
火
） 

 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
）
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

  

高
脂
血
症
教
室
の
お
知
ら
せ
（
母
島
） 

 

次
の
日
程
で
高
脂
血
症
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

事
前
採
血
を
さ
れ
て
い
な
い
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

当
日
は
、
昨
年
度
の
住
民
健
診
の
結
果
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
６
月
５
日
（
水
） 

①
午
後
２
～
３
時
30
分 

②
午
後
７
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 
 

母
島 

３
―
７
０
３
３ 

 

個
別
健
康
教
育
（
高
血
圧
・ 

高
脂
血
症
）
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

  

個
人
の
生
活
（
食
事
・
運
動
）
の
特
徴
に
応
じ
た

健
康
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

○
高
血
圧 

 

最
大
血
圧
１
４
０
～
１
５
９
、
最
小
血
圧
90 

～
99
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方 

 

○
高
脂
血
症 

 

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
２
２
０
以
上
の
方 

【
期
間
】
平
成
14
年
７
月
～
15
年
１
月
ま
で
の
期 

間
中
、
計
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
料
金
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
（
土
）
～
12
日
（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

（
２
）
３
９
３
９ 

  

お
い
し
い
お
酒
の
飲
み
方
を 

 

肝
臓
の
専
門
医
が
教
え
ま
す
（
父
島
） 

  

肝
臓
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
た
医
師
だ
か
ら
こ
そ

語
れ
る
。
お
酒
を
飲
む
方
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
ま
な
い

方
も
是
非
こ
の
機
会
に
自
分
と
お
酒
の
付
き
合
い
方

に
つ
い
て
学
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
内
容
】 

○
ア
ル
コ
ー
ル
が
飲
め
る
体
質
で
あ
る
か
を
調
べ 

ま
す
。（
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
認
定
書

付
き
） 

○
上
手
な
お
酒
の
飲
み
方
に
つ
い
て 

 

【
日
時
】
６
月
27
日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
保
健
所 

２
階 

【
講
師
】 

 
 

日
本
医
科
大
学 

第
１
内
科 

清
水 

医
師 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、
イ
ル
カ

や
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 
パ
ー
ト
12 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
行
政
の
役
割
～
」 

 

ま
ち
ぐ
る
み
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て

い
く
場
合
、
行
政
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
自
然
を
経
営
資
源
と
し

て
捉
え
て
い
る
た
め
、
自
然
を
管
理
す
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
漁
業
で
は
魚
介
類
を
経
営

資
源
と
み
な
し
て
禁
漁
区
、
禁
漁
期
間
、
漁
獲
量
制

限
な
ど
の
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
、
持
続
的
に
魚
介
類

が
と
れ
る
よ
う
に
資
源
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
漁
業
と
同
じ
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
入
場
制
限
な
ど
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
、
持
続
的
に

観
光
資
源
（
自
然
）
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
の
場
合
は
行
政
や
漁
業
協
同

組
合
が
中
心
に
な
っ
て
漁
業
資
源
を
持
続
的
に
利
用

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
場
合
は
行
政
が
中
心
に
な
っ
て
観
光
業

者
、住
民
、研
究
者
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
、

経
営
資
源
（
自
然
）
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
の

法
規
制
や
指
導
な
ど
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賛
否
両

論
あ
り
ま
す
が
、
行
政
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
憲

章
づ
く
り
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
育
成
、
資
源
管

理
の
た
め
の
調
査
研
究
、
情
報
収
集
・
発
信
（
広
報

活
動
）、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
旅
行
業
者
と
の
連
携

な
ど
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
発
展
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

○
第
６
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（
勉
強
会
）
開
催 

 

【
講
習
内
容
】 

①
「
マ
ッ
コ
ウ
は
ケ
ッ
コ
ウ
も
ぐ
る
～
潜
水
生
態

に
つ
い
て
～
」 

講
師 

森 

恭
一
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
主
任
研
究
員
） 

②
「
海
難
事
故
防
止
」 

講
師 

小
笠
原
海
上
保
安
署
職
員 

【
日
時
】
６
月
13
日
（
木
）
入
港
前
日 

【
会
場
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
時
間
】
午
後
１
時
～
３
時
（
昼
の
部
） 

午
後
７
時
～
９
時
（
夜
の
部
） 

【
受
講
資
格
】
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
及
び
村
民
の
方 

【
受
講
料
】
無
料
（
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 
○
第
２
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

 

好
評
を
頂
い
た
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会
を
７
月
に
開
催
し
ま
す
。 

 【
開
催
日
時
】
７
月
７
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
４
時
（
昼
の
部
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
～
９
時
（
夜
の
部
） 

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
受
講
に
な
り
ま
す
。 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
受
講
資
格
】
15
歳
以
上 

【
受
講
料
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
６
月
24
日
（
月
）
～ 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

（
担
当 

一
木
） 

２
―
３
２
１
５ 

  

 

 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
12 

 

「
飼
育
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
交
尾
」 

 

今
年
も
ま
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
み
ら
れ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
小
笠
原
で
産
卵
す
る
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
は
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
以
外
は
日
本
列
島
の
太

平
洋
岸
で
海
藻
を
食
べ
、
３
月
ご
ろ
に
な
る
と
交

尾
・
産
卵
の
た
め
に
小
笠
原
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
う
ち
漁
師
さ
ん
に
捕
獲
さ
れ
た
一
部
の
メ
ス
は
、

人
工
ふ
化
用
の
卵
を
採
取
す
る
た
め
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
生
簀
で
一
夏
過
ご
し
ま
す
。
そ
し
て
、
産
卵
シ
ー

ズ
ン
が
終
わ
る
８
月
頃
、
こ
れ
ら
の
カ
メ
は
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
放
流
会
で
海
に
帰
り
ま
す
。 

今
年
は
そ
う
し
た
メ
ス
の
他
に
、
２
頭
の
成
熟
オ

ス
を
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
オ
ス

を
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
繁
殖
試
験
を
目
的
に
、
セ
ン

タ
ー
生
ま
れ
の
メ
ス
（
愛
称
：
シ
ン
ち
ゃ
ん
、
１
９

８
８
年
７
月
生
ま
れ
、
甲
長
：
90
．
９
㎝
）
と
一
緒

に
水
槽
に
入
れ
ま
し
た
。
海
外
の
飼
育
施
設
で
は
７

歳
で
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠

原
で
産
卵
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
長
の
最
小
記
録

は
82
．
３
㎝
で
す
。
年
齢
・
大
き
さ
共
に
、
シ
ン
ち

ゃ
ん
が
産
卵
す
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。 

４
月
18
日
の
午
後
２
時
過
ぎ
に
シ
ン
ち
ゃ
ん
を

オ
ス
２
頭
が
入
っ
て
い
る
水
槽
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、

早
速
小
さ
い
ほ
う
の
オ
ス
（
甲
長
：
77
．
５
㎝
）
が

シ
ン
ち
ゃ
ん
を
追
い
か
け
ま
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
２
時
間
ほ
ど
の
間
に
９
回
も
シ
ン
ち
ゃ
ん
の
背

中
に
乗
り
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
交
尾
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
も
一
懸
命
交
尾
を

試
み
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
隙
を
つ
い
て
、
大

き
い
オ
ス
（
甲
長
：
90
．
８
㎝
）
が
シ
ン
ち
ゃ
ん
の

上
に
乗
り
、
交
尾
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
さ
い
オ
ス

は
、
大
き
い
オ
ス
の
上
に
乗
っ
た
り
、
尻
尾
や
後
ろ

足
に
噛
み
付
い
た
り
、
果
て
は
大
き
い
オ
ス
と
シ
ン

ち
ゃ
ん
の
間
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
り
と
、
必
死
に
交

尾
の
邪
魔
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
１
時
間
も

す
る
と
あ
き
ら
め
た
の
か
お
と
な
し
く
な
り
、
水
槽

の
隅
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。 

大
き
い
オ
ス
と
シ
ン
ち
ゃ
ん
の
交
尾
は
翌
日
19

日
の
朝
９
時
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

４
時
間
以
上
も
乗
っ
た
ま
ま
で
何
度
も
交
尾
を
試
み

て
い
ま
し
た
が
、
交
尾
は
行
わ
れ
ず
、
午
後
１
時
30

分
に
よ
う
や
く
離
れ
ま
し
た
。 

シ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
４
月
20
日
以
降
、
他
の
メ
ス
と

一
緒
に
生
簀
に
入
っ
て
い
ま
す
。
交
尾
が
成
功
し
て

い
れ
ば
２
～
３
ヵ
月
後
（
６
月
18
日
以
降
）
に
は
産

卵
の
た
め
に
上
陸
し
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
ま

れ
て
か
ら
ず
っ
と
水
槽
で
暮
ら
し
て
き
た
シ
ン
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
他
の
メ
ス
同
様
産
卵
巣
を
掘
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
ど
れ
く
ら
い
卵
を
産
む
の
で

し
ょ
う
か
？
卵
は
き
ち
ん
と
孵
化
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 人

工
孵
化
さ
れ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
日
本
で
産
卵

し
た
例
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
で
す
。 

 

お
知
ら
せ 

６
月
２
日
夜
８
時
を
皮
切
り
に
、
今
年
も
ナ
イ
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
「
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
守
る
」

を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
は
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日

と
出
港
前
日
で
す
。（
着
発
便
の
場
合
は
入
港
前
日

と
入
港
日
の
開
催
に
な
り
ま
す
） 

お
お
よ
そ
１
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
運
良

く
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
多
少
長

引
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
予
約
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２-

２
８
３
０ 
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 まずは環境を整える  

更年期障害の治療＝ホルモン療法と思っている方が多くいらっしゃるのではないでしょうか。しかし、実はさまざまな治療方法

があることを理解してください。まず、今の自分の生活を振り返ってみてください。子どもの独立、夫の定年、親の介護、更年期は、

数々の問題に直面する、まさに人生の転機の時期ともいえます。そのひとつひとつの事柄が、イライラや不眠等、自分自身のからだ

の変化につながってはいませんか。 

そこで、まず最初に、自分にとってより良い環境を整えていく必要があります。更年期の症状の重い、軽いは、体質だけでなく、

環境の変化など心理的なストレスによるものが大きいと言われています。自分の性格や性質をよく理解した上で、ストレスの解消方

法を見つけたり、心配事や悩みを長く持ち続けないようコントロールする事です。 

 更年期障害の治療  

更年期障害の治療は、ひとりで悩まず、家族や医師に相談することから始まります。不眠やイライラが強い場合も、誰かに相談す

ることで、気持ちが楽になり、症状が軽減することもあります。医師はその状態を把握しながら、睡眠薬や安定剤等を処方したり、

ほてりや冷え等には、自律神経改善薬を用いたりと、症状に合った薬を段階的に行います。    

ホルモン療法・漢方療法についても簡単に触れておきます。ホルモン療法は、減ってきたエストロゲンを補う療法で、更年期症状

が軽くなる等の効果が見られ評価されています。欧米では骨粗しょう症を予防する為に、１０年以上という長期にわたって服薬して

いる例も多く見られます。漢方の効き目はマイルドで、個々の症状を直接的に解消するというより、体全体の体調を整えていきます。

ただし、薬以外にも運動療法や栄養療法など基本的な生活様式を改善する方法もあります。小笠原の診療所でも更年期障害の治療を

行っていますので、自分にあった改善方法を医師と一緒に見つけてみてください。 

更年期障害は病気ではありません。完璧に症状を治すというより、症状と上手に付き合いながら、つらい時期を乗り越えていきま

しょう。 

 更年期の症状を乗り切るコツ！  

① 更年期は誰もが通るもので、からだの不調も誰もが多かれ少なかれ経験するものだと割り切って、大きく構えて！ 
② 趣味やボランティア活動など、熱中する事を持って！スポーツなどでからだを動かし、散歩や友人とのおしゃべりなどで気を紛

らわせたりするのもオススメ！今までチャンスがなくて出来なかった勉強や旅行をするのも一案。 
③ バランスの良い食事を心がけて！食べ過ぎで肥満になると、症状が悪化するので注意。 
④ つらい時は無理をしないで！家族に自分の症状を話して、協力してもらう。 
⑤ 婦人科医師に相談してみて！一人で悩むよりも、ずっと気持ちが楽に。 
⑥ 「きれい、おしゃれに」を心がけて！きれいな物に囲まれると、気持ちが明るくなるはず。 
 
※ 今月で、更年期障害のシリーズは終了となります。 

父島で、６月４日（火）１９時～２０時半 地域福祉センター２階において、更年期障害についての講演会を開催します。是非

ご参加ください。お待ちしています。 
                      
 

更年期症状にアロマセラピーはいかがでしょうか。香りといっても色々あり

ますが自分にとって良い香りは、ストレスを軽減することは実験で証明されて

います。更年期症状の特にイライラや憂鬱な気分を鎮めるには、柔らかい花っ

ぽい香り、ラベンダーやジャスミンなどがお勧め。「更年期症状と香りの効用に

ついて」研究された方の結果では、柑橘系のベルガモットが気分を鎮める傾向

が強いことが認められたそうです。まだまだ、アロマセラピーは奥が深そうで

すね。  

 

けんこう通信
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個別健康教室申込（～12　父島）

サマーフェスティバル企画募集（～8）

高校図書館開放 出港日

母島巡回労働相談

入港日 高校公開講座（英会話）申込（～21）

母親学級（～5　母島）

南島移入植物除去 育児学級（父島）

ボランティア募集（～28）

更年期障害講演会（父島） 高校図書館開放

出港日 入港日

高脂血症教室（母島）

高校図書館開放

定期予防接種 高校図書館開放

（三種混合・風疹・麻疹・日本脳炎）

出港日

母親学級（母島） 小笠原小学校日曜授業参観

入港日 ホエールウォッチング・インタープリター

シロアリ対策事業（～17） 　　　　　　認定講習会申込（～7/7）

青灯台～前浜ノロ落とし清掃

高校図書館開放 火薬類国家試験申込（～7/4）

入港日（八丈島寄港便）

更年期障害講演会（母島） 高校図書館開放

母親学級（母島）

八丈町歓迎交流会

出港日 おいしいお酒の飲み方教室（父島）

肝臓専門医巡回相談（父島）

高校図書館開放 肝臓専門医巡回相談（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

インタープリター養成講座 出港日（八丈島寄港便）

母島返還記念祭（～30）

入港日 高校図書館開放

原付運転免許試験（父島）

パッションフルーツ祭 ははじま丸臨時運航　　7：30 父島発

高校図書館開放  10：30 母島発
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